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Assetbenter SMRMQでは、新機能の追加と、多数の問題点の修正が行われていま
す。

本書またはその他のAssetbenterマニュアルに記載されていない最新情報につ
いては、Assetbenterのインストール先フォルダに入っている「qeadmeMtxt」
ファイルを参照してください。

 はじめに
序文
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本書の内容は次のとおりです。
• 関連マニュアルおよび動作環境に関する情報
• SMxバージョンに追加された新機能の一覧（一部）
• Assetbenterの設定ファイルに関する詳細情報
• バージョンSMOMOとバージョンSMRMQ間で修正された欠陥の一覧表
• 旧バージョンのAssetbenterをアップグレードする手順
• 詳細についてのお問い合わせ先

 本書の内容P

Assetbenter SMRMQ L リリースノート 9





関連マニュアル
Assetbenter SMRMQに付属している関連マニュアルは、以下のとおりです。
• インストール
• コンセプトと導入
• はじめに
• アクセスビリティオプション
• 主要テーブル
• カタログ
• ポートフォリオ
• 契約
• 調達
• ファイナンス
• ケーブル
• 整合性チェック
• 管理
• Assetbenterの高度な使い方
• バーコードによる棚卸
• cesktop Administr\tion

 関連マニュアルおよび動作環
境Q
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• バージョンRMxとSMxの相違点
• マイグレーション
• プログラマーズリファレンス
• Assetbenter veb

上記のマニュアルは、以下のフォーマットで入手可能です。
• 「chm」形式にコンパイルされたオンラインヘルプ。アプリケーションか
ら直接アクセスできます。

• Adobe Acrob\t形式。ファイルを最適な条件で表示するためには、Acrob\t
qe\derバージョンTMxをvebサイト
httpYNN•••M\dobeMcoMjpNproductsN\crob\tNre\dstepQMhtmlからダウンロードし
（無料）、インストールされるようお勧めします。

注意:

Adobe Acrob\t形式の全マニュアルは、Assetbenterインストール用bcの
ルートにある「docs」フォルダ内にあります。

上記のマニュアルに加えて、以下のヘルプ文書も付属しています。
• スクリプトおよび関数に関するオンラインヘルプ。このヘルプの内容は、
マニュアル『プログラマーズリファレンス』と同様です。このオンライ
ンヘルプは、スクリプトビルダのウィンドウ内でしか使用できません。
表示するには、キーボードの［eP］キーを押します。

• 物理データモデルのモジュールごとの説明。表示するには、Assetbenter
のインストール先フォルダの「doc\pdf」フォルダにある
「ohysic\lc\t\lodelsMpdf」ファイルを開きます。

• データベース構造に関するオンラインヘルプ。Assetbenterからこのヘル
プに直接アクセスすることはできません。Assetbenterのインストール先
フォルダ内の「doc\chm」フォルダに格納されている「dbstructMchm」ファ
イルを開いてください。

• データベースのフィールドやリンクに関する状況依存ヘルプ。フィール
ドまたはリンク内にマウスカーソルを置き、次のいずれかの操作を実行
します。
• キーボードで［rhift＋eP］キーを押します。
• マウスを右クリックして、ポップアップメニューから［フィールドの
ヘルプ］メニューを選択します。

Assetbenter SMRMQの全マニュアルを、ペレグリンシステムズのサポート用veb
サイトhttpYNNsupportMperegrineMcomからダウンロードすることもできます。

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。

印刷版のマニュアルが必要な場合は、ペレグリンシステムズ迄お問合せくだ
さい。
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動作環境
Assetbenter SMRMQの使用に必要なハードウェアおよびソフトウェアの一覧につ
いても、カスタマーサポート用vebサイト（httpYNNsupportMperegrineMcom）でご
覧いただけます。

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。
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AssetbenterバージョンSMxに追加された主要機能は以下のリストの通りです
（新機能の詳細については、Assetbenter付属のマニュアルを参照してくださ
い）。

バージョンS.3.Q
• アクセスビリティ：Assetbenterは米国リハビリテーション法第TOW条に適
合しています。

• アクセスビリティY マウスを使わずに操作できるユーザインタフェースを
改良しました。

• アクセスビリティ：Assetbenterはvindo•s m\rr\torまたはi\•sなどのソフ
トウェアのアクセスビリティサーバとして機能します。これらのアプリ
ケーションは第TOW条の指示に従って、インタフェースから得た情報を利
用して（ボイスシンセサイザなどによって）ユーザに情報を提供するこ
とができます。必要なファイルはすべてAssetbenterに同梱されています。

• アクセスビリティ：Assetbenter に付属のgslkマニュアルは第TOW条に適
合しています。

• アクセスビリティ：新しいマニュアル『アクセスビリティオプション』
がAssetbenterに同梱されています。

 新機能の概要3
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• クエリのキャンセル機能：クエリが実際に複雑であるとわかった場合に
途中でクエリの実行を中断させることができるため、ユーザインタフェー
スのフリーズを防ぐことができます。

• 日本語をサポートしました。
• データベースの作成と移行ウィザードが新しくなりました。
• 管理ガイドが改善されました。

履歴 L バージョンS.3.P
• このバージョンの追加機能は特にありません。

履歴 L バージョンS.3.O
• Assetbenterクライアントの多言語実装。マニュアル『管理』を参照して
ください。

• データベースレコードのアーカイブ機能。マニュアル『管理』を参照し
てください。

• ライセンスとインストール済ソフトウェアの管理機能の拡張。マニュア
ル『ポートフォリオ』を参照してください。

• 新しいデータ整合性チェックモジュール。マニュアル『整合性チェック』
を参照してください。

• レコードをグループ分けして仮想的な階層を作成する機能。マニュアル
『ユーザインタフェース』を参照してください。

• 汎用的なオーバーフロー機構。マニュアル『管理』の「オーバーフロー
テーブル」の節を参照してください。

• マイグレーションプロセスが単純化されました。
• クエリウィザード（pad）。マニュアル『ユーザインタフェース』の「ク
エリウィザード（pad)」の節と、マニュアル『Assetbenterの高度な使い
方』の「クエリウィザード（pad)の作成の例」の節を参照してください。

履歴 L バージョンS.Q.P
• Assetbenter veb：追加または改善されたメニュー／ページがいくつかあ
ります。

• Assetbenterデータベースへの接続管理：本バージョンからは、「システ
ム」接続と「ユーザ」接続を区別します。
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• 任意管理項目の継承：継承可能な条件の一覧が変更されました。

履歴 L バージョンS.Q.O
• hal caQ tcaデータベースエンジンのサポートが最適化されています。
詳細については、Assetbenterのマニュアル『インストール』の動作環境
の表を参照してください。

• hal Ahwでtnixがサポートされています。詳細については、動作環境の
表を参照してください。

• スケジュールのグラフィック表示。詳しくは、マニュアル『はじめに』
を参照してください。

履歴 L バージョンS.P.O
• データベース編集用の機能が大幅に改善されました。階層構造テーブル、
任意管理項目や金額フィールドがサポートされています。

• 一部のポートフォリオ品目専用の画面（電話機、コンピュータなど）
• Assetbenter旧バージョンからのマイグレーションは、完全にサポートさ
れています。

• データベースマイグレーション用ツールoeregrine rcript An\lyzer
• 非グラフィカルモードでtnixがサポートされています。
• fthとマニュアルは、フランス語、英語、ドイツ語、イタリア語、スペイ
ン語、ポーランド語と日本語のVヶ国語で提供されています。

• 経費付替えモジュールの改善
• ログファイル閲覧用のツール（ログビューア）が、Assetbenterrに付属し
ています。

履歴 L バージョンS.O.O
• カタログ管理
• 電話、コンピュータなどのポートフォリオ品目の拡張管理
• データベースの編集機能（例：フィールドやリンクの追加）
• アプリケーションの画面のカスタマイズ。ユーザは、必要な情報のみを
含んだ画面を各自に作成できます。

• 調達サイクルの全面的な改訂
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• 機能権限。機能グループを定義すると、これを基準にデータへのアクセ
スを制限できます。各ユーザがAssetbenterで必要な機能のみにアクセス
するように設定できます。

• 経費付替え機能
• 詳細な予算管理
• ケーブルの完全管理
• qemote bontrol、hnfr\sools cesktop ciscovery、fetLAns•ersなどの、ペレグ
リンシステムズの他の製品との完全な統合
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Assetbenterスイートのプログラムが設定ファイル（拡張子「Mini」と「Mcfg」）
に関連付けられました。

使用可能な「.ini」および「.cfg」ファイル
主に使用可能な「Mini」および「Mcfg」ファイルを以下にリストします。

表 S.P. 「.ini」および「.cfg」ファイルL主なファイル一覧

説明「.ini」また
は「.cfg」
ファイル

プログラム（vindowsでは
「.exe」または「.dll」、
tnixでは一般に「.so」を
追加）

ユーザ表示オプション。

このファイルを削除すれば、デフォルト
の画面表示オプションに戻すことができ
ます。

\\mdskSRMiniAssetbenter

\m

Assetbenterユーザオプション。\mMini

 「Mini」および「Mcfg」ファイ
ルS
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説明「.ini」また
は「.cfg」
ファイル

プログラム（vindowsでは
「.exe」または「.dll」、
tnixでは一般に「.so」を
追加）

Assetbenter c\t\b\se Administr\torユーザ
オプション。

ユーザ表示オプション。

\mdb\Mini

\mdb\lMini

Assetbenter c\t\b\se
Administr\tor

\mdb\

\mdb\l
Assetbenter dxportユーザオプション。

ユーザ表示オプション。

\mexpMini

\mexplMini

Assetbenter dxport

\mexp

\mexpl
Assetbenter hmportユーザオプション。

ユーザ表示オプション。

\mimplMiniAssetbenter hmport

\mimpl
Assetbenter rcript An\lyzerユーザオプショ
ン。

ユーザ表示オプション。

\msgMiniAssetbenter rcript An\lyzer

\msg

Assetbenter rerverユーザオプション。

ユーザ表示オプション。

\msrvMini

\msrvMcfg

\msrvlMini

Assetbenter rerver

\msrv

\msrvl
vebサーバとして稼動するAssetbenter
rerver用パラメータ

\msrvcfMini

プログラムオプション。\\m\piSRMiniAssetbenter Aoh

\\m\piSR
データベース接続リスト。\mdbMini上記のすべてのプログラム
Assetbenterメッセージシステムの設定。m\ilMini
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表 S.Q. 「.ini」および「.cfg」ファイル L 主なファイルの場所

場所「.ini」または「.cfg」ファイル
vindows Xxまたはld ：vindo•sルート
インストールフォルダ

\\mdskSRMini

\mMini

\mdb\Mini

\mMini

\mdb\Mini

\mdb\lMini

\mexpMini

\mexplMini

\mimplMini

\msgMini

\msrvMini

\msrvlMini

\\m\piSRMini

vindows Gmsファミリ)：\[cocuments \nd
rettings]\[vindo•s user] フォルダ
tnix：~NoeregrineNフォルダ

\msrv実行可能ファイルと同じフォルダ\msrvcfMini
\msrv実行可能ファイルと同じフォルダ

注意:

旧バージョンのAssetbenterからアップグ
レードした場合、\msrvMcfgは\msrv実行
可能ファイルの親フォルダにまだ格納さ
れている場合がありますが、このファイ
ルも問題なく機能します。

\msrvMcfg

vindows Xxまたはld ：vindo•sルート
インストールフォルダ

\mdbMini

vindows Gmsファミリ)：
• システム接続：vindo•sルートインス
トールフォルダ

• ユーザ接続：\[cocuments \nd
rettings]\[vindo•s user] フォルダ

tnix：
• システム接続：NetcNoeregrineNフォルダ
• ユーザ接続：~NoeregrineNフォルダ
tnix：~フォルダm\ilMini
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「.ini」ファイルの変更
「Mini」ファイルのエントリは以下のように変更できます。
• ソフトウェアから：変更が承認されたとき、またはユーザがアプリケー
ションを終了したときに変更が保存されます。ユーザが［ファイル／終
了］メニューを使わずにアプリケーションを終了した場合、変更は保存
されません。

• または手動で。

「Mini」ファイルのエントリの変更は、できる限りAssetbenterおよびその関連
プログラムを使って行うことをお勧めします。

ただし、いくつかのエントリは手動でのみ作成、変更できます。

注意:

「Mini」ファイルの手動による変更は高度な作業なので、十分な知識を持つ人
だけが実行してください。

以下の表は、変更の対象となる「Mini」ファイルのエントリを示します。これ
らのエントリは手動でしか変更できません。

注意:

これらの表は、「Mini」ファイルのエントリの一部だけを紹介しています。す
べてのエントリが記載されているわけではありません。ここに記載されてい
ないセクションとエントリは、手動で変更しないでください。

ブール値のエントリは、「P」または「O」で記載されています。これらの代
わりに、「srue」または「e\lse」を使用することもできます。
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「am.ini」ファイルのエントリ

[nosInm]セクション

表 S.3. [nosInm]セクション

説明エントリ
このエントリを「O」に設定すると、Assetbenterを終了したと
きにzoption]セクションの変更されたエントリが保存されなく
なります。

デフォルトでは変更は保存されます。

br\venptionnndxit

リンクしているレコードの仮作成を許可するかどうか。
• O：仮作成を許可しません。
• P：仮作成を許可します。

デフォルト値：P。

g~bAllo•elybre\te

ツールバーからアクセスできるビューやアクションリストに
表示される行の数を制限します。

bmdbombokines

詳細画面のタブのヒントを表示するかどうか。
• O：表示しない。
• P：表示する。

bmtbks\bbfgMbrho•elyby

「\\mdskSRMini」ファイルのパス名を設定します。

jeyhnieilem\me=\\mdskSRMini
例Y

Assetbenterが使用するファイル「\\mdskSRMdll」は、ネットワー
クハードディスク上に置くこともできます。この場合、この
ファイルを読取り専用に設定できます。ユーザは設定を変更
できません。

jeyhnieilem\me

Assetbenterメッセージが最後に読み取られた時刻。

単位：PXVO年P月P日からの経過秒数。

me•l\ilk\stbheck

このエントリは、他のユーザが同じレコードを変更している
最中に［変更］ボタンを押したときに、Assetbenterが確認の
ダイアログボックスを表示するかどうかを決定します。
• P：確認のダイアログボックスを表示する。
• O：確認のダイアログボックスを表示せずに変更を保存す
る。

opt~bAskeorboncurrentlodific\tions
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説明エントリ
このオプションは複数のレコードを削除する際に用いられま
す。これを有効にすると、AssetbenterはレコードをP個ずつ（P
レコードにつきPトランザクション）削除します。有効にしな
いと、Assetbenterは複数のレコードをPつのトランザクション
で削除します。

デフォルト値：O。

opt~bbommitceletesnneaynne

識別キーを使ったデータのインポートで、インポートの性能
を向上させるためのキャッシュメモリの値を設定します。

単位：見つかったレコードの数。

デフォルト値：POO。

opt~hmportb\cherize

週の最初の日を月曜または日曜に設定します。

このオプションはカレンダーで用いられます。

rt\rtrund\y

[rpL]セクション

表 S.S. [rpL]セクション

説明エントリ
nr\cleとの対話のためにロードするnr\cleのckkの名前を設定
します。

nr\cleckk

「amsrv.ini」ファイルのエントリ

[nosInm]セクション

表 S.T. [nosInm]セクション

説明エントリ
このエントリは、賃貸料の生成に用いら
れます。

Pトランザクションあたりの賃貸料計算
の最大数を設定します。

デフォルト値：QOO。

l\xqentoersr\ns
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説明エントリ
Assetbenter rerverのメインウィンドウの
リストに表示される行の数を設定しま
す。

デフォルト値：TOOO。

l\xlsghnkist

末尾に［k\stbheck］が付く行は、最新の
モジュール実行日付を表します。

これらは、Assetbenter rerverが再起動さ
れたときに次のモジュール実行を計算す
るために用いられます。

実行グループ[xxx]が存在しなくなった
場合（あるいは実行グループなしのワー
クフローチャートが存在しない場合）、
［vkfroup [xxx] k\stbheck］の行（また
は［vkfroupk\stbheck］の行）を削除す
ることもできます。これはプログラムに
よって自動的には実行されません。

[モジュール]k\stbheck

ここで、[モジュール]は、l\rms、
bostbenter、gcAl\rms、gistory、
kostu\l、qent、rt\ts、rtock、simeyone、
tpd\tesoken、vkfroup、vkfroup
[xxx]、vorkflo•einderに設定できます。

「amsrvcf.ini」ファイルのエントリ
「\msrvcfMini」ファイルのエントリに関する説明は、インストール時に作成
されるファイル自体の中にあります。

「amexp.ini」ファイルのエントリ

[nosInm]セクション

表 S.U. [nosInm]セクション

説明エントリ
［ファイル］メニューに表示される文書
履歴の最大数。

l\xnldcoc

「amdb.ini」ファイルのエントリ
Assetbenter接続を記述している各セクションの以下のエントリを変更しなけ
ればならない場合があります。
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表 S.7. 「amdb.ini」ファイルのエントリ

説明エントリ
Assetbenterの\\m\piSR Aoh ckkへのパスを設定します。

このエントリは、bonnectLhtおよびnAAで用いられます。

AmApicll

rpkコマンドを実行する際のパケットによる取得行数。

デフォルト値：RO。

eetchingArr\yrize

licrosoft rpk rerverまたはryb\se rpk Any•hereデータベース
に対して、レコードが他のユーザからロックされていると見
なされる時間を設定します。

単位：秒。

デフォルト値：UO。

警告:

この値が小さすぎると、過負荷のサーバの場合にインポート
プロセスが中断されるおそれがあります。

ndbckockingsime

nr\cleデータベースにおいて、デフォルトの［All~b\t\log］
ビューの代わりに［s\b］ビューを使用します。

このエントリには次のQつの値があります。
• P：［s\b］を使用
• O：「AllLb\t\log」を使用

nldrtyleb\t\log

データベース接続の後で使用するrpk文字列を指定します。

使用例：rpk Any•here TMOデータベースをrpk Any•here TMTラ
ンタイムで開くには、

oostbonnectrql=rds noshnm mnm~jdxvnqcr=FknfhmF

上記の行を、バージョンRMO以前のデータベースを記述する各
セクションの末尾に追加します。

oostbonnectrql

「.ini」ファイルの変更を管理する
「Mini」ファイルはオプションを変更するとそれぞれのアプリケーションによ
り自動的に変更されます。

複数の実行可能ファイルまたは実行可能ファイルのインスタンスが同じファ
イルに関連付けられている場合、変更を保存する最新の実行可能ファイルが
優先されます。

ファイルの変更を制御したい場合、「Mini」を読み取り専用に設定することを
お勧めします。
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「\\m\piSRMini」ファイルに対しては特にお勧めします。
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Assetbenterのアップグレード操作は旧バージョンの番号によって異なりま
す。

表 T.P. Assetbenterの旧バージョンのアップグレード L 実行方法

参照マニュアル実行方法更新するバージョン番
号

マニュアル『インスタ
レーションおよびアッ
プグレード』の「
Assetbenterの旧バージョ
ンのアップグレード」
の章

簡易アップグレードバージョンSMRMOまたは
それ以降

 Assetbenterの旧バージョン
のアップグレードT
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参照マニュアル実行方法更新するバージョン番
号

マニュアル『インスタ
レーションおよびアッ
プグレード』の「
Assetbenterの旧バージョ
ンのアップグレード」
の章

標準的なケースでは、
簡易アップグレードで
十分です。

バージョン SMQMx

マニュアル『マイグレー
ション』

簡易アップグレードが
失敗した場合は、簡易
マイグレーションを実
行する必要があります。

マニュアル『マイグレー
ション』

フルマイグレーションバージョンSMPまたはそ
れ以前
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Assetbenter SMRMQで修正された欠陥の一覧は以下の表のとおりです。

表にはQつの見出しがあります。
• 欠陥番号：この番号を使って、修正された欠陥（または追加された機能）
を簡単に見つけることができます。

• 説明：欠陥または追加機能に関する簡単な説明

バージョンS.3.Q

説明欠陥番号
接続されたユーザのログインが文字「_」で始まると、bryst\l
qeportが機能しません。

AlRQQPPTOT

bryst\l qeport XMQレポートおよびそのサブレポートをインポー
トできません。

AlRQQPSSXTV

レポートをz機能とお気に入り]タブからランドスケープモード
でプレビューすると、レポートがこのプロパティを失います。

AlRQQPXPSO

設定によっては、表示メニューと特定のポップアップメニュー
が失われるときがあります。

AlQPOPVPUW

\mbontr\ctsテーブルにo\rentMo\rentMo\rent型のリンクがないこ
とに関する問題。

AlQPVQRTUO

 修正された欠陥の一覧U
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説明欠陥番号
caQのクエリに関するパフォーマンス問題。AlQPXPXPRQ
dxcel形式でのリストのエクスポートに問題があります。各エ
クスポートごとに新しいワークシートタブが作成されていま
す。

AlSVPSPTTP

drrMcescription関数を使用して特定のワークフローおよびa\sic
スクリプトを実行するとAssetbenter rerverで一般保護違反が発
生します。

AlQPPPTURP

モーダルウィザードの順序付けに問題があります。AlQTPUSUTW
AmausinessrecondshncayG)およびAmceadLineG)ファンクション
が、Assetbenterがタイムゾーンを扱う設定になっている場合
に機能しません。

AlQPQQPPWPT

固定資産の残余価値査定に問題があります。値がマイナスに
なる可能性があります。

AlSQXPXQPPV

機能権限の解釈に問題があります。ユーザは対応する機能権
限がなくてもレポートの表示と印刷が可能です。

AlXQTPXRTW

\mrysbonfigに更新権限がないユーザが、アプリケーションを
最小化して、次に最大化すると問題が発生します。

AlXPPPPRPPW

空のスケジュールプレビューをダブルクリックすると一般保
護違反が発生します。

AlQQVPPPUSO

［ジャンプ］ショートカットメニューを使用すると問題が発
生します。

AlWUPRQRRX

契約の使用に問題があります。AlPQVPWPVRU
a\sic言語のエラー処理に問題があります。AlRWPWTSP
エクスポートモジュール内のリストと詳細との同期に問題が
あります。

AlVQSPTRVSQ

テーブルを開くと一般保護違反が発生します。AlQQUPTSPQT
テーブルでクエリを作成すると一般保護違反が発生します。AlRPQPUTVPV
あるデータベースのカスタマイズを別のデータベースに伝達
すると画面定義が失われます。

AlQPPPTRRW

消費数量を移行するときに問題が発生します。AlPPUPSTTQ
ポートフォリオ品目を複製するときの画面の安定性に関する
問題。

AlPOPPSSSTU

依頼ウィザードの問題：注文および取得状況へのリンクが定
義されていません。

AlPPQPUTOTV

追加機能Y Ahw でcaQ uWをサポート。AlPQPPXWPU
追加機能Y 列形式による統計表示をオフにする機能。AlPPPSPSRTPU
複数選択された［メモ］フィールドを更新するときに問題が
発生します。

AlPQPPPUQOQP

追加機能：数字で始まるrpk名のフィールドは作成されませ
ん。

AlQQOXPRSX

システムデータを出力するときに一般保護違反が発生します。AlUPPPPPQSU
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説明欠陥番号
caQデータベースの診断エラー。AlPPQPPWRPSP
\mbostbenterテーブルの記述文字列を変更するときに一般保護
違反が発生します。

AlPPQSPTQTSR

F「migr\tionNfromSRPNupgr\deMlst」設定ファイルを検出できませ
ん。

AlPQQRPTSWPP

ウィザードで関数「amdvalrcript」を使用できません。AlPQWPWQXSO
ウィザードによって返された最初のフィールドが空のときに
ウィザードで問題が発生します。

AlPPSPSPRTS

関数「AmdxecuteActionaymame」を使用するときにエラーが
発生します。

AlUROPTRSTX

複数テーブルを結合する場合、Acabドライバにより生成され
るクエリにエラーが発生します。

AlPPQVPSTPQV

Assetbenter c\t\b\se Administr\torでcaQデータベースをカスタ
マイズするときに問題が発生しますY ユーザもデータベースの
「所有者」である必要があります。

AlTPQPTSWSR

［qeconcile supplier invoices and expensesMMM］（サプライヤの請
求書と経費の関連付け）ウィザードでエラーが発生します。

AlPOPPSPQSR

スクリプトライブラリのスクリプトが存在しないアクション
を参照します。

AlPOPUPXSUTV

ポートフォリオ品目画面でフィルタを適用すると、一部のタ
ブが消えてしまいます。

AlPPPXPXOTP

『プログラマーズリファレンス』の問題。AlUTPUQQR
関数「Ambounter」の使用方法に関するセクションをマニュア
ルに追加しました。

AlVQTPWRVS

契約賃貸料にかかる税金を計算式で求めるときに問題が発生
します。

AlPPRXRPTW

リストに出力するときに問題が発生します。AlSVPVQRPO
ポートフォリオ品目の項目を強制的に表示しようとするとき
に整合性違反が発生します。

AlPPQPWTWTU

作業指示に消耗品を追加するときに問題が発生します。作業
指示にはすべてのモデルを使用できますが、消耗品だけは使
用できません。

AlRQVPXQQQU

［賃貸料の比例配分］画面で選択画面が表示されません。AlPORPWQSSO
賃貸料の比例配分が適用されません。AlPPQWPWOTV
ポーランド語バージョンを移行するときに問題が発生します。AlSPPPTTSQO
移行対象のデータベースに同一名、同一ブランドの製品が複
数含まれる場合、バージョンRMUMOから移行するときに問題が
発生します。

AlPPQPQPQRQ

ポートフォリオ品目の［在庫］ボタンが機能しません。AlRUPPPSTO
作業指示に関連付けられた消耗品はバージョンRMUMxと同じよ
うに処理されます。

AlVQWPXSRX
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説明欠陥番号
［amqeqLine］テーブルの［bdxternalbontract］および
［bdxternaloarent］フィールドに関連する一般保護違反が発生
します。

AlUPOPTPRPR

モデルの属性を変更するときに一般保護違反が発生します。AlPQUPWTRW
依頼明細は依頼作成ウィザードで収集されるデータではなく、
依頼テンプレートのデフォルト値を継承します。

AlPPQUPUQSU

発注の際、最初の依頼明細の識別子はOに設定されます。AlUPRQOQQSQ
予約資産の依頼に対して発注書を作成するとき、作成された
発注が空になります（明細なし）。

AlUQVPVTUW

カタログまたはサプライヤを選択するときに問題が発生しま
す。

AlWPPPPRQSX

Assetbenter rerverで受領を処理するデータベースとの接続を解
除するときにエラーが発生します（データベースオプション：
「Assetbenter rerverで受領品をポートフォリオに自動的に作
成」）。

AlPOXPVSTRX

rpkXQを結合するときに問題が発生します。AlPPQSPRRTSR
スクリプトライブラリの一般保護違反が発生します。AlPOQQPSPXPX
アクション実行時に一般保護違反が発生します。AlQQPXQUS
ウィザードでのデータ連番の問題。AlVWPRTTS
ウィザードと有効性のスクリプトとの非互換性に関する問題。AlPOPTPUPOX
ワークフローのアクティビティの一般保護違反が発生します。AlPOQPPRTVTO

履歴 L バージョンS.3.P

説明欠陥番号
英語版以外のlicrosoft nfficeにおいてlicrosoft dxcelにエクス
ポートするときに問題が発生します。

AlPOROPVTXSS

Assetbenter c\t\b\se Administr\torはフィールド数がQTT以上の
テーブルの構造とデータを出力しようとするとトラップを発
します（amqequestなど）。

AlPPVPUTOPV

Assetbenter c\t\b\se Administr\torはデータベースの変換時に、
QTT以上のフィールドを持つテーブルにフィールドを追加する
場合トラップを発します。

AlPOWPXRQPX

あるアクションがAoh「AmdxecuteActionaymame」を使用して
別のアクションを実行する場合、このアクションがシステム
リストデータを使用して入力したフィールドを参照するとき
にエラーが発生します（無効な値）。

AlUROPTRSTX
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説明欠陥番号
列の値が空のときにウィザードのリストの値がずれて表示さ
れますG［Lhrsanw］タイプリストの値はAohamcbfetListdx
で呼び出されますH。

AlPPSPSPRTS

［sargM port］フィールド（s\rgetoort）が空の場合、資産用に
指定したポートを削除できませんGFamoortFテーブルのレコード
番号wwwはすでに削除されているため、更新できなかったH。

AlPOPTPVTPRX

Acabドライバで動作する特定のbryst\l qeportをAssetbenterに
インポートする前に表示エラーが発生します（brystalエラー：
データベースcLLでエラーを検出）。

AlPPPWPUQXRO

burrenttrerMldmplcepthdリンクによって正しい値ではなく、値
Oが返されることがあります。

AlPOQXPUWPV

ウィザードにおける空の日付の変換エラー（日付と時間タイ
プ（非互換タイプ）にFF（タイプG空)）を変換できない）。

AlPOPUPXSOST

多数のマシンがあるドメインで［msドメインコンピュータの
インポート］ウィザードを使用すると一般保護違反が発生し
ます。

AlVVPUWRO

オーバーフローテーブルでの受領の際に調整が考慮されない
場合があります。

AlUPPPQRVSW

マイグレーションプロセス中に任意管理項目クラステーブル
でインデックスの一意性エラーが発生します。

AlVROPOTWTP

モデルの属性を変更すると一般保護違反が発生します。AlWQQPTOV
ポートフォリオ品目のモデルを変更するとインデックスの固
有性の制約エラーが発生します。

AlWPQPOQPV

リモート資産に関連付けられているが、リモートポートに関
連付けられていないポートを削除するときにエラーが発生し
ます。

AlWQXPTRSTO

購入依頼ウィザードが正しく機能しません。AlWQXPTSPSX
［固定資産］テーブルの［資産］タブを選択するときにエラー
が発生します。

AlWQPXRWQR

履歴 L バージョンS.3.O

説明欠陥番号
接続：［資産とロット］画面の［ポート］タブで、レコード
にリンクするとポート番号が表示されなくなります。

AlXQUPVTVQX

調達：返却に関する情報が［トラッキング］タブに表示され
ません。

AlPQRPUPPRV

aArhbスクリプトでファイルを開くとエラーが発生します。AlXROPVQURP
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説明欠陥番号
Assetbenter Aoh ckkまたはbonnectLht Asset l\n\gementコネク
タの使用時に「\mdbMini」ファイルが読取り専用だとエラーが
発生します。

このファイルの場所Y 『Assetbenter L インスタレーション』
ガイドの 「MiniおよびMcfgファイル」の章。

AlPQPPSQURS

表示：画面でレコードのリンクをたどって変更してもレコー
ドが更新されません。

AlUPXPRU

接続：不特定ユーザが許容最大数に達したときに接続スロッ
トが更新されません。

AlSROPOSRW

数量フィールドのタイプが［浮動小数点］から［倍精度］に
変更されました。

AlSWPSSTSX

記述文字列：固有文字列の参照時にエラーが発生します。AlSQSPTQXRQ
ポートフォリオ品目：資産を複製してもそのリンクが複製さ
れません。

AlPQPUPSXQ

ファイナンス：予算分類画面で、［コード］フィールドにア
クセスできません。

AlXQPRPWTQ

調達：発注ウィザードY
• モデルのデフォルトカタログリファレンスがデフォルトで
指定されません。

• サプライヤの中に表示されないものがあります。

AlTPPPPPS

調達：サブ作業指示を含む作業指示を作成すると、リンクさ
れない依頼がQつ作成されます。

AlPPQPPTOQU

ウィザード：［burrentrelection］機能が動作しません。AlPQPTXTWSQ
ワークフロー：ワークフローを複製できません。AlUSPVTWRT
表示：一部のフィールドラベルがアイコンで隠されています。AlPQPOPSV
任意管理項目：任意管理項目を非常に多く使用すると、アプ
リケーションが不安定になります。

AlPQUPWORW

スクリプト：eiledxistsG)関数が動作しません。AlPWPRSRX
調達：［トラッキング］タブで発注数が更新されていません
でした。

AlSPVPUPRPO

caQ：［テーブルスペース］シンタックスのサポートに問題
があります。

AlQPXPVTSRV

ウィザード：［cadchs］コントロールのタイトルが空白の場
合にエラーが発生します。

AlPOQSPUTXQP
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説明欠陥番号
インデックス：複数列トリガを固有インデックスとして使用
すると、最初のカラムに固有性の制約が適用されます。

AlXRPXTPSP

履歴 L バージョンS.Q.P

説明欠陥番号
ポートフォリオ品目詳細の［分割］ボタンに関連する［ロッ
トの分割］ウィザードが、ポートフォリオ品目がロットのコ
ンポーネント部分だった場合に失敗していました。

AlPOVPVWPS

［機能とお気に入り］からレポートを表示できませんでした。AlWROPXVTO
［発注の作成］ウィザードが、Aoh「amcbfetrtringdx」では
なく、Aoh「amcbfetrtring」を呼出す。

依頼明細の数が特定数を超えると、エラーが発生する。

AlXROPVSUX

ビューを作成する際に、［メニューに表示］オプションを有
効にできませんでした。

AlPOROPTRPO

Assetbenterを特定の時間以上使用すると、画面の表示速度が
減速し、最終的には表示が不可能になる。

これは、画面の表示パラメータが前のパラメータを上書きす
る代わりに、前のパラメータに続けて格納されていたためで
す。

この結果、パラメータの保存スペースが不足することになり
ました。

AlXQSPVPPPX

発注から契約を受領することができませんでした。AlPOPSPQRRRO
［発注の作成］ウィザード（依頼からの）が正しく動作しま
せん。

AlXQUPXTOPW

履歴 L バージョンS.Q.O

説明欠陥番号
ラベルの配置が正しくありません。AlXTPOPTRS
Assetbenter rerverでモジュール作成する際にエラーが発生しま
す。サーバが再起動されたときにエラーメッセージが表示さ
れます。

AlWQWPXXQX

テーブル記述文字列（computestring）で特殊フィールドが使用
できなくなりました。

AlWPSPOSXQO
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説明欠陥番号
licrosoft dxcelでマクロを実行する際にccdエラーが発生しま
す。

AlVQTPUQQU

Assetbenter rerverを再起動したときにデータベースへの接続で
問題が生じます。

AlQPWPVVP

在庫の残りすべてを削除する際に、数量Oのポートフォリオ品
目を在庫中に作成することが可能でした。

AlUUPQPPQ

［資産］テーブルの新しいページから［ポートフォリオ品目］
テーブルのフィールドを参照する際に問題が生じます。リン
クを更新できません。

AlTPSPXTSQS

システム画面を変更すると、カスタム画面を作成できなくな
ります。

AlTPQPORXRT

ccdシナリオの修正。AlQPXPWRUST
日本語データベースのマイグレーションプロセスが修正され
ました。

AlSPUWTXPQ

任意管理項目をインポートする際に一意性の制約に対する違
反が発生します。

AlPPWQOSSQQ

依頼明細における税金のデフォルト値が改善されました。こ
れにより、バージョンSMPMxからバージョンSMRMQに移行する際
にはフルマイグレーションが必要になります。

AlPQRPURXPV

パスワードの変更により、ワークフローのトリガまたは履歴
項目の生成が行えるようになりました。

AlXPQQSXQT

履歴 L バージョンS.P.P

説明欠陥番号
購入依頼作成ウィザードの改善。AlUSPUTXTP
購入依頼作成ウィザードは、モデルのリストを関連するメー
カを除いて公開できなければなりません。

AlUSPVUTV

発注から使用したときの購入依頼作成ウィザードの改良。AlUSPVWQX
受領ウィザードの改良。受領番号などのいくつかの情報が追
加されました。

AlUSPVXSS

請求書作成ウィザードの改良。AlUSPVPOTQ
ウィザードはコンテキストに依存しなくなり、新しく作成し
た依頼を開きます。

AlUSPVPSSV

依頼から請求書を作成できません。AlTPVPSPVPR
ウィザードの言語のシンタックス（oAqAlrノード）の問題。AlUSPVQQT
依頼画面を作成モードに変更するとキャンセルできません。AlUSPVSRQ
［トラッキング］タブ（調達循環）で、準備中の発注／見積
もりが表示されません。

AlUSPVTRQ
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説明欠陥番号
契約の使用が動作しません。AlTQQPQPXTW
モデル画面に会計コードが表示されません。AlUSPVPQTX
新しいレコードを作成したときに、クリアされないフィール
ドがあり、前に選択したレコードの値が残っています。

AlTQVPTQRTO

［\mAsset］テーブルからの［ポートフォリオ］リンクをスク
リプトから参照したときに正しく動作しません（デフォルト
値、必須など）。

AlTPRPOTVU

［全般］タブが空です。PUOSRTM\
［コンピュータ］画面に［アプリケーション］タブが表示さ
れません。

PUOSRTMb

画面のカスタマイズ：画面に追加したタブが、変更した画面
を詳細画面に表示する他の画面（［\mbomputer］など）に表
示されません。

PUOSRTMc

カスタマイズ：PLnリンクを追加し、ページにこのリンクの情
報を表示する場合、テーブルを開いたときにエラーメッセー
ジが表示されます。

AlTRPPXPSQR

データキットの情報がマイグレーションプロセスで考慮され
ません。

AlTPTPRSXSO

詳細書式を作成できません。AlUUPQPTSV
経費明細の作成で問題が発生します。AlUUPRTURP
一部のコマンドの作成（コマンド作成ウィザードによるもの）
で問題が発生します。

AlUUPRTXQ

vebアプリケーションの拡張に対するアクセス権限が存在し
ません。

AlSPPPRSRQQ

フィールドの更新で問題が発生します。AlUSXPOQT
名前のないページを作成できません（画面作成）。AlUPXPOPQRP
マイグレーションツールのインタフェースの問題。AlSPTPVRWSV
Assetbenter c\t\b\se Administr\tor SMPMPでSMOMOのデータベース
の診断や修復ができません。

AlTRWPSTP

画面を複製したときに、新しい画面の機能ドメインの値が強
制使用されます（ポートフォリオ）。

AlUPVPSRPQV

階層構造のテーブルのマイグレーションに失敗します。AlUPVPSSPQQ
ユーザタイプが「コメント」のリンクをページに追加できま
せん。

AlUPVPSRRSO
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説明欠陥番号
テーブルの作成時に名前の大文字と小文字が変更されます。AlUPVPSRXR

履歴 L バージョンS.P.O

説明欠陥番号
［Assetsag］フィールドが正しく伝達されません。AlSRPUVRV
「オウンコピー」タイプのリンクをタブに追加できません。AlQPPPTQWO
返却資産の取得状況が正しくありません。AlUPTPRWPV
データベースの修復で問題が生じます（切れたリンク）。AlUSPURRRS
更新中にエラーが発生した場合、データのトランザクション
の取り消しが不完全です（Assetbenter c\t\b\se Administr\tor
で）。

AlQPSXQTSU

依頼のテーブルと発注のテーブルの間でデフォルト値が伝達
されません。

AlRPXPOTRPU

単位を持つ製品の操作中に一般保護違反が生じます。AlRPXPSPPPS
受領した数量が発注した数量と一致しません。AlRVPWQUTV
Ambre\teqeturneromqeceiptGH関数が正しく動作しません。AlRPPVSQTV
データベースの編集時に金額フィールドを作成できません。AlRPQPTQPPU
リース契約の対象資産の更新時に問題が発生します。賃貸料
と料率が契約対象の資産に正しく伝達されません。

AlXPRXTQT

システムボタンの［妥当性］を［いいえ］に設定すると一般
保護違反が生じます。

AlQPPPTPORU

rpk名が数字で始まる新規フィールドを作成しようとすると
問題が発生します。

AlQQOXPRSX

vindo•s woでデータベース接続画面が小さすぎます。AlPPQRPPPXPT
インポート中にログファイルが保存されません。AlPPSXSSR
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本リリースに関するご質問については、oeregrine rystems のカスタマーサー
ビス用vebサイトで承っております。アドレス Y httpYNNsupportMperegrineMcom

このvebサイトにアクセスするには、有効なログインとパスワードが必要に
なります。

また、下記の最寄り のカスタマーサポートまでお問い合わせされても結構で
す。

北米、南米、アジア／太平洋諸国
電話番号 Y JGPH GWOOH XUO XXXW（米国内でのみ無料ダイヤル）

JGPH GWTWH VXS VSOQ

ファックス Y JGPH GWTWH VXS UOQW

電子メール Y support_peregrineMcom

本社 Y oeregrine rystemsK hncM

AttnY bustomer rupport

RUPP u\lley bentre crive

r\n ciegoK bA XQPRO

 お問い合わせ先7
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ヨーロッパ、アフリカ
電話番号 Y GOH GWOOH WRS VVO （英国内でのみ無料ダイヤル）

JGSSH GOH GOQH WRRSLTWSS

ファックス Y JGSSH GOH GOQH WRRSLTWXO

電子メール Y uksupport_peregrineMcom

SQ Assetbenter SMRMQ L リリースノート

Assetbenter



アクセス権限K RX
アプリケーション（タブ）K RX
インポート
ログファイルK SO
任意管理項目K RW

ウィザードK RW
ウィンドウ L 表示K RV
オンラインヘルプ
フィールドとリンクK PQ
プログラミングK PQ
全般ヘルプK PQ

カタログK PV
ケーブル管理K PW
コンピュータ
ポートフォリオ品目K PV
新機能K PV

システムボタンK SO
スケジュールのグラフィック表示K PV
タブ L リンクの追加K SO
テーブル L 作成K SO
デフォルト値K SO
データキットK RX
データベース
vindo•s woでの接続K SO
構造K PQ
修復K SO K RX
接続K PU
編集機能K PV K PV

データ L 物理モデルK PQ

トラッキング（タブ）K RW
トランザクションの取り消しK SO
パスワードK RW
ビューK RV
フィールド
オンラインヘルプK PQ
更新K RX
作成K SO

ページ
リンク L 追加K RX
作成K RX

ポートフォリオ品目K RW
ポートフォリオ（リンク）K RX
マイグレーション
インタフェースK RX
データキットK RX
階層テーブルK RX
新機能K PV
日本語データベースK RW

マニュアルK PP
メニューに表示（オプション）K RV
ラベル L 配置K RV
リース L 資産の更新K SO
リンク
オンラインヘルプK PQ
カスタマイズK RX
タブに追加K SO
ページに追加K RX

レコード L 作成K RX

 インデックス
目次
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レポートK RV
ログK PV
ログビューアK PV
ログファイルK PV
ロットK RV
ロットの分割（ウィザード）K RV
ワークフローK RW
画面
カスタマイズK RX K PV
システム画面K RW
複製K RX

会計コードK RX
機能ドメインK RX
機能権限K PW
記述文字列K RV
金額フィールドK SO
契約K RV
契約の受領K RV
契約 L 使用K RX
経費K RX
経費付替えK PW K PV
見積K RW
言語K PV
互換性
表K PR

互換性の表K PR
購入依頼
ウィザードK RW
見積K RW
作成K RW
税金K RW
発注の作成K RV

在庫K RW
資産
ポートフォリオ品目K RW
返却K SO

受領K RW
修正された欠陥K RP
書式K RX
詳細情報K SP
製品K SO
請求書K RW
税金K RW

接続
Assetbenter rerverK RW
データベースK PU

全般（タブ）K RX
単位K SO
調達K PV
賃貸料K SO
電話機K PV K PV
統合K PW
特殊フィールドK RV
任意管理項目
インポートK RW
継承K PV

発注
ウィザードK RX
依頼からの作成K RV
依頼からの生成K RV
契約K RV
受領K SO

発注の作成（ウィザード）K RV K RV
物理データモデルK PQ
返却K SO
予算K PW
履歴K RW

A
Acrob\t qe\derK PQ
Adobe Acrob\t qe\derK PQ
AhwK PV
Ambre\teqeturneromqeceipt（関数）K SO
Assetbenter rerverモジュールK RV
Assetbenter rerver L モジュールK RV
Assetbenter vebK PU
Assets\g（フィールド）K SO

b
chm（ファイル）K PQ
bomputestringK RV

c
caQK PV
ccdK RW K RW
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I
hal AhwK PV
hal caQK PV

o
oAqAlr（ノード）K RW
pdf（ファイル）K PQ
oclK PQ

r
rcript An\lyzerK PV

t
tnixK PV

v
vebK RX
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